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去
る
５
月
30
日
に
、「
平
成
25
年
度
森
林
・
林
業
白
書
」︵
平
成
25
年

度
森
林
及
び
林
業
の
動
向
、
平
成
26
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
︶」が

閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
の
上
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
白
書
の
特
集
章「
森
林
の
多
面
的
機
能
と
我
が
国
の
森

林
整
備
」で
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
果
た
す
森
林
整
備
の

役
割
に
つ
い
て
記
述
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
森
林
整
備
を
巡
る

歴
史
を
振
り
返
り
、
森
林
整
備
推
進
の
た
め
に
関
係
者
が
果
た
す
べ

き
役
割
な
ど
今
後
の
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冒
頭
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
式
年
遷
宮
に
先
人
の
森
林
整

備
の
成
果
が
活
か
さ
れ
た
こ
と
や
、
中
高
層
木
造
建
築
へ
の
道
を
ひ

ら
く
新
技
術
の
登
場
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
本
号
で
は
、「
平
成
25
年
度
森
林
・
林
業
白
書
」の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
、

森
林
の
多
面
的
機
能
と
我
が
国
の
森
林
整
備
を
特
集
し
た
第
Ⅰ
章︵
特

集
章
︶の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
伊
勢
神
宮
の「
式
年
遷
宮
」で
は
、
多
く

の
社
殿
等
を
建
て
替
え
る
た
め
の
木
材
が
、
木
曽
地
域

の
国
有
林
等
に
加
え
、
約
7
0
0
年
ぶ
り
に
隣
接
す
る

「
宮き
ゅ
う
い
き
り
ん

域
林
」か
ら
も
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
宮
域
林
か
ら
供
給

さ
れ
た
木
材
は
、
80
年
生
の
間
伐
材
で
あ
り
、
内
宮
の
垣

根
等
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
域
林
は
過
度
の
伐
採
に
よ
り
荒
廃
し
て
い
ま
し
た

が
、
大
正
時
代
に「
神
宮
森
林
経
営
計
画
」を
作
成
し
、

2
0
0
年
生
の
ヒ
ノ
キ
材
の
生
産
を
目
標
に
植
栽
、
保
育

等
の
森
林
整
備
を
実
施
し
、
水
源
涵か
ん

養
や
風
致
増
進
を

図
り
つ
つ
、
ヒ
ノ
キ

を
主
林
木
と
す
る
針

広
混
交
林
に
育
成
し

て
き
ま
し
た
。

　

森
林
は
国
土
の
保

全
、
水
源
の
涵か
ん

養
な

ど
に
加
え
、
木
材
の

供
給
や
風
致
の
増
進

を
通
じ
、
伝
統
文
化

の
維
持
・
継
承
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
が
、
こ
う
し

た
森
林
整
備
に
は
世

代
を
超
え
た
長
い
取

組
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

森林・林業

1

ト
ピ
ッ
ク
ス

式
年
遷
宮
に
先
人
た
ち
の

森
林
整
備
の
成
果

平成25年度

﹇

﹈

森
林
の
多
面
的
機
能
と

我
が
国
の
森
林
整
備

宮域林内の様子
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戦
後
に
造
林
し
た
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工

林
が
収
穫
期
を
迎
え
て

お
り
、
木
を「
育
て
る
」

時
代
か
ら「
使
う
」時

代
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
木
材
は
健

康
で
快
適
な
環
境
を
提

供
す
る
資
材
で
あ
り
、

地
球
環
境
に
も
優
し
い

素
材
で
す
。

　

平
成
25
年
に
は
、
中

高
層
建
築
に
も
利
用
で
き
る
新
た
な
建
築
用
資
材
と
し
て

C
L
T（
直
交
集
成
板
）が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
我
が
国

で
も
、
平
成
25
年
10
月
に
、
壁
や
床
な
ど
の
構
造
耐
力

上
主
要
な
部
分
に
C
L
T
を
使
用
し
た
国
内
初
の
建
築
物

が
着
工
し
、
平
成
26
年
３
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、

C
L
T
の
普
及
に
向
け
、
農
林
水
産
省
で
は「
直
交
集
成

板
」の
日
本
農
林
規
格（
J
A
S
）を
制
定（
平
成
25
年
12

月
）す
る
と
と
も
に
、
C
L
T
の
基
準
強
度
の
制
定
に
向

け
た
デ
ー
タ
収
集
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
に
政
府
が
取
り
ま
と
め
た「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」で
は
、「
新
た
な
木
材
需

要
の
創
出
」に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
森

林
資
源
と
新
た
な
技
術
を
活
用
し
、
国
産
材
に
よ
る「
都

市
の
木
質
化
」へ
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

4

ト
ピ
ッ
ク
ス

中
高
層
木
造
建
築
へ
の

道
を
ひ
ら
く
新
技
術
が
登
場

　

平
成
25
年
６
月
、
富
士
山
が「
富
士
山

|
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」と
し
て

世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
は
、
そ
の

構
成
資
産
面
積（
約
2
万
ha
）の
９
割
を

占
め
、「
富
士
山
」の
神
聖
性
・
芸
術
性

を
作
り
出
す
自
然
や
景
観
に
お
い
て
不

可
欠
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
側
の
森
林
の
ほ
と
ん
ど
は
国

有
林
野
で
、
学
術
的
に
価
値
の
あ
る
森

林
や
原
生
的
な
森
林
等
は「
保
護
林
」に

設
定
し
、
原
則
と
し
て
自
然
の
推
移
に

委
ね
る
と
と
も
に
、
人
工
林
は
景
観
に
配
慮
し
た
森
林
整

備
を
行
う
な
ど
、
富
士
山
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
保
全
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
県
側
の
森
林
の
ほ

と
ん
ど
は
県
有
林
で
、
標
高
が
高
い
森
林
を
中
心
に
針
広

混
交
林
化
を
目
指
す
な
ど
、
公
益
的
機
能
を
重
視
し
た
森

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
富
士
山
に
は
、
多
く
の
登
山
者
の
来
訪（
近
年

は
夏
期
の
２
か
月
間
で
30

万
人
）や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
食
害
も
あ
り
、
こ
う

し
た
課
題
へ
の
対
応
を
含

め
て
、「
富
士
山
」の
森
林

の
保
全
管
理
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2

ト
ピ
ッ
ク
ス

富
士
山
が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録

　

最
近
、
学
生
や
様
々
な

職
業
の
女
性
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る「
林
業
女
子
会
」が

各
地
で
結
成（
平
成
25
年
末

現
在
で
９
都
府
県
）さ
れ
て

お
り
、
林
業
体
験
、
森
づ

く
り
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
様
々
な
活
動
に
取

り
組
み
な
が
ら
林
業
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
カ
等
の
狩
猟
を
行
う

「
狩
り
ガ
ー
ル
」も
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
狩
猟
者
の

組
織
設
立
等
の
動
き
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

林
業
を
職
業
と
す
る
女
性
に
加
え
て
、
若
い
世
代
を
中

心
に
一
般
の
女
性
の
間
に
も
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
森
林
・
林
業
と
そ
れ
以
外
の
世
界
を
つ
な

ぐ
取
組
を
行
っ
て
い

る
点
で
も
注
目
さ
れ

ま
す
。

　

森
林
・
林
業
・
木

材
分
野
で
も
様
々
な

女
性
の
力
を
活
用
す

る
こ
と
が
、
新
た
な

成
長
産
業
と
し
て
の

林
業
の
再
生
に
向
け

て
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

3

ト
ピ
ッ
ク
ス

林
業
活
性
化
に
向
け
て

女
性
の
取
組
が
拡
大 

ＣＬＴで建築中の３階建て社員寮（高知県長岡郡）

県産材を使用したスプーンづくり
ワークショップの様子（林業女子会＠岐阜）

ヒノキの皮むき体験の様子
（林業女子会＠東京）

本栖湖からの富士山

富士山大沢カラマツ・イラモミ・
ウラジロモミ群落林木遺伝資源

保存林（富士山国有林）
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（
１
）我
が
国
の
森
林
と
多
面
的
機
能

　

我
が
国
の
森
林
は
、
国
土
の
約
３
分
の
２

を
占
め
、
急
峻
な
山
間
部
に
多
く
分
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
は
、
降
水
量
が

多
い
な
ど
の
国
土
条
件
に
あ
る
た
め
、
我
が

国
の
森
林
は
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
や
す

い
が
、
同
時
に
、
山
地
災
害
の
防
止
、
洪
水

の
緩
和
等
の
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
国
民
生

活
・
国
民
経
済
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
の
森
林
は
、
天
然
林（
古

く
か
ら
薪
炭
林
や
農
用
林
と
し
て
循
環
利

用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
里

山
林
を
含
む
）が
６
割
、
人
工
林
が
４
割
と

な
っ
て
お
り
、
森
林
資
源
の
利
用
と
再
生
と

い
う
人
間
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
現
在
の
姿

が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
人
工
林
で

は
こ
の
半
世
紀
で
森
林
蓄
積
が
約
5
・
4
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
森
林
は
、
水
源
涵か
ん

養
、
山
地

災
害
防
止
／
土
壌
保
全
、
快
適
環
境
形
成
、

保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
、
生
物

多
様
性
保
全
、
地
球
環
境
保
全
、
木
材
等

生
産
と
い
っ
た
多
面
的
機
能
を
通
じ
て
、
国

民
生
活
・
国
民
経
済
に
貢
献
し
て
お
り
、
森

林
は
こ
れ
ら
多
く
の
機
能
を
重
複
し
て
発
揮

し
て
い
ま
す
。

森
林
の
多
面
的
機
能
と

我
が
国
の
森
林
整
備

１
．
森
林
の
多
面
的
機
能
と
森
林
整
備

第Ⅰ章

　平成25年５月に、出雲大社では「平成の大遷
宮」が行われました。今回の遷宮に当たっては
御本殿（文化財保護法に基づく国宝）の大屋根の
修理として、古い檜

ひ わ だ
皮の撤去、野地板等の修理、

新しい檜皮による葺き作業等が行われました。
　檜皮（ヒノキの樹皮）は防水性に優れ、伝統的
な木造建築物の屋根材として多く使用されており、出雲大社では今回、約70
万枚の檜皮が使用されました。今回の遷宮を契機に奉納された山林では氏子た
ちによる植栽が行われ、今後、間伐等により300本／ haのヒノキ林に育成し、
100年後に初回の檜皮採取を行うことを目標としています。

（
２
）森
林
整
備
の
意
義

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
の
た

め
に
は
、
人
間
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
健
全

な
森
林
を
積
極
的
に
造
成
・
育
成
す
る「
森

林
整
備
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
人
工

檜皮が葺かれた御本殿大屋根

文化機能と森林整備の事例

林野庁「森林資源の現況」

林
で
は
、
植
栽
、
保
育
、
間
伐
等
の
森
林
整

備
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
の
再
生
が

確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
樹
冠
、
幹
、
根
、

下
層
植
生
等
が
発
達
し
、
諸
被
害
へ
の
抵
抗

性
も
高
く
、
諸
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
健

全
な
森
林
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
、
例
え
ば
、
森
林
の
水
源
涵か
ん

養
機
能
の
発
揮
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
整

理
し
て
み
る
と
、
森
林
は
降
水
を
樹
冠
や
下

白書森林・林業
平成25年度

注１：各年とも３月31日現在の数値。
　２：H19とH24は、都道府県において収穫表の見直し等精度向上を図っているため、
　　　単純には比較できない。
資料：林野庁「森林資源の現況」
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層
植
生
で
受
け
止
め
、
そ
の
一
部
を
蒸
発
さ

せ
た
後
、
土
壌
に
蓄
え
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
機
能
を
持
つ
森
林
は
、
植
栽
、
保
育
、
間

伐
等
の
森
林
整
備
を
適
切
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
形
成
・
維
持
さ
れ
ま
す
。

　

個
々
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
諸
機

能
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
然
条
件

や
国
民
の
ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
て
、
特
に
発
揮

が
期
待
さ
れ
る
機
能
に
着
目
し
て
具
体
的
な

森
林
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）森
林
整
備
の
仕
組
み

　

我
が
国
の
森
林
整
備（
育
苗
、
植
栽
、
保

育
、
間
伐
等
）の
技
術
は
、
日
本
の
在
来
種

と
し
て
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
早
期
の
成
林
も

可
能
な
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
を
中
心
に
発
達
・

普
及
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
森
林
整
備

の
作
業
負
荷
を
軽
減
し
効
率
的
に
実
施
す
る

た
め
、
各
種
の
林
業
機
械
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
作
業
現
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

確
保
の
た
め
、
路
網
を
整
備
す
る
こ
と
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
現
在
の
森
林

整
備
で
は
、
林
業
機
械
、
路
網
等
の
適
切
な

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
生
産
性
の
高
い
作
業
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
・
零
細
な
森
林
所
有
者
は
、
自
ら

路
網
を
開
設
し
、
高
性
能
林
業
機
械
を
活

用
し
て
効
率
的
な
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
森
林
組
合
や
民

間
事
業
体
に
作
業
又
は
経
営
を
委
託
す
る

場
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
事
業
体
が
複
数
の
森

（
１
）戦
前
ま
で
の
森
林
整
備
等
の
状
況

　

江
戸
時
代
を
迎
え
る
頃
か
ら
、
建
築
用
の

木
材
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
等
か
ら
、
全
国

各
地
で
森
林
伐
採
が
盛
ん
に
な
り
、
資
源
の

枯
渇
や
災
害
の
発
生
が
深
刻
化
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
や
各
藩
は

公
益
的
機
能
回
復
等
の
た
め
の
造
林
を
推
進

し
、
一
部
の
地
域
で
は
、
造
林
を
伴
う
本
格

的
な
民
間
林
業
も
発
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
時
期
、「
国
の
宝
は
山
也
。
山
の
衰
え

は
則
ち
国
の
衰
え
な
り
。」（
秋
田
藩
の
渋
江

政
光
）、「
山
川
は
国
の
本
な
り
。
木
草
し
げ

き
山
は
洪
水
の
憂
い
な
し
。」（
儒
学
者
の
熊

沢
蕃
山
）な
ど
、
森
林
の
国
土
保
全
、
木
材

生
産
等
の
機
能
の
持
続
的
発
揮
を
重
視
し
て

森
林
の
整
備
・
保
全
を
図
る
べ
き
と
の
考
え

方
が
唱
え
ら
れ
、
当
時
の
政
策
に
も
反
映
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
近
代
産
業
の
発
展

等
に
伴
い
様
々
な
用
途
に
木
材
が
伐
採
・
利

用
さ
れ
、
全
国
各
地
で
森
林
が
荒
廃
し
災
害

が
多
発
し
ま
し
た
。
政
府
は
明
治
30
年
に
森

林
法
を
制
定
し
、
保
安
林
制
度
の
創
設
等

に
よ
っ
て
森
林
の
伐
採
を
規
制
す
る
と
と
も

に
、
国
有
林
野
・
公
有
林
野
で
荒
廃
地
等
へ

の
植
栽
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
私

有
林
で
は
木
材
需
要
の
増
大
を
背
景
に
林
業

生
産
が
盛
ん
と
な
り
、
木
材
の
再
生
産
を
目

的
と
し
た
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．
我
が
国
の
森
林
整
備
を
巡
る
歴
史

林
所
有
者
の
森
林
を
取
り
ま
と
め
て
一
括
し

て
森
林
整
備
を
行
う「
施
業
の
集
約
化
」が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
自
伐
林
家
や

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
な
ど
多
様

な
主
体
に
よ
る
取
組
も
み
ら
れ
、
い
ず
れ
の

場
合
も
、
森
林
整
備
の
担
い
手
が
山
村
で
活

動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
山
村
地
域
の
雇
用
の

確
保
や
経
済
の
活
性
化
、
都
市
と
山
村
の
交

流
に
も
つ
な
が
る
面
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
は
、
作
業
員
の
確
保
、
資
材
の

購
入
、
林
業
機
械
の
償
却
等
の
費
用
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
発
生
し
、
特
に
植
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栽
、
保
育
と
い
っ
た
初
期
段
階
で
多
く
発
生

し
ま
す
。
一
方
で
、
木
材
の
販
売
収
入
が
得

ら
れ
る
の
は
数
十
年
後
で
あ
り
、
木
材
需
給

の
動
向
次
第
で
は
費
用
を
回
収
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
が
森
林
の
恩
恵
を
享
受

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
森
林
整
備

は
森
林
計
画
制
度
に
よ
り
計
画
的
に
推
進
さ

れ
て
お
り
、
森
林
所
有
者
・
林
業
事
業
体
が

作
成
し
た「
森
林
経
営
計
画
」等
に
基
づ
く
森

林
整
備
を
公
共
事
業
等
に
よ
り
支
援
し
て
い

ま
す
。

（
２
）戦
後
の
森
林
の
荒
廃
と
復
旧

　

戦
中
・
戦
後
は
軍
需
物
資
等
や
復
興
の
た

め
に
大
量
の
木
材
が
必
要
と
な
り
、
森
林
は

大
量
に
伐
採
さ
れ
た
結
果
、
戦
後
の
森
林
は

大
き
く
荒
廃
し
、
昭
和
20
・
30
年
代
に
は
各

地
で
台
風
等
に
よ
る
大
規
模
な
山
地
災
害
や

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
昭
和
21
年
か
ら
は
荒
廃

地
等
へ
の
積
極
的
な
植
栽
等
を
公
共
事
業

（
造
林
補
助
事
業
、
治
山
事
業
等
）と
し
て
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
25
年
に
は

国
民
的
な
国
土
緑
化
運
動
と
し
て「
全
国
植資料：林野庁「森林資源の現況」
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（
３
）木
材
増
産
の
要
請
と
拡
大
造
林

　

昭
和
30
年
代
以
降
は
、
経
済
の
復
興
や

高
度
成
長
に
伴
う
建
築
・
土
木
用
等
の
木
材

需
要
の
増
大
に
よ
り
木
材
価
格
が
高
騰
し
た

こ
と
か
ら
、
国
内
に
お
け
る
木
材
の
大
幅
な

増
産
、
そ
の
た
め
の
天
然
林
の
伐
採
と
人
工

林
化
を
望
む
声
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
石
油
・
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
等
に
伴

い
、
広
葉
樹
等
の
里
山
林
が
利
用
さ
れ
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
政
府
は
、
昭
和
36
年

に「
木
材
価
格
安
定
緊
急
対
策
」を
決
定
し
、

国
有
林
・
民
有
林
の
緊
急
増
伐
、
残
廃
材

チ
ッ
プ
の
利
用
、
輸
入
の
拡
大
等
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

緊
急
増
伐
の
跡
地
に
は
、
建
築
用
材
等
の

需
要
が
見
込
ま
れ
成
長
も
早
い
針
葉
樹
の
植

栽
が
進
め
ら
れ
ま
し
た（
こ
の
う
ち
、
広
葉

樹
林
の
伐
採
跡
地
へ
の
植
栽
を「
拡
大
造
林
」

と
い
い
ま
す
）。
ま
た
、
森
林
所
有
者
が
自

ら
の
努
力
で
は
植
栽
で
き
な
い
箇
所
等
に
つ

い
て
は
、
森
林
開
発
公
団
や
造
林
公
社
に
よ

り
森
林
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
取
組
に
よ
り
、
昭
和
40
年
代
半
ば
ま
で
、

毎
年
40
万
ha
弱
の
植
栽
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
昭
和
30
年
代
は
、
農
山
村
で
問
題

と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

を
く
い
止
め
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図

る
た
め
、
山
村
の
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
の

振
興
が
重
要
な
課
題
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

昭
和
39
年
に
は「
林
業
基
本
法
」が
制
定
さ

れ
、
林
業
総
生
産
の
増
大
等
が
目
標
と
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
伐
採
許
可
制
を
保
安
林
の

み
と
し
た
上
で
、
個
々
の
森
林
所
有
者
の
森

林
施
業
計
画
に
よ
る
自
発
的
な
森
林
施
業

を
促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
）林
業
の
低
迷
と

国
民
の
要
請
の
多
様
化

　

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、
林
業
生
産
活
動

が
低
迷
す
る
一
方
、
戦
後
植
栽
し
た
人
工
林

が
成
長
し
保
育
の
必
要
な
森
林
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
造
林
補
助
の
対
象
に
下
刈
り
、

除
間
伐
等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
52
年

に
は
、
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

を
普
及
啓
発
す
る
た
め
の
国
民
的
行
事
と
し

て「
全
国
育
樹
祭
」も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増

大
、
自
然
環
境
保
全
意
識
の
高
ま
り
等
を
背

景
に
、
林
地
開
発
許
可
制
度（
保
安
林
以
外

の
開
発
も
規
制
）の
創
設
と
と
も
に
、
森
林

整
備
の
方
向
に
つ
い
て
も
、
①
伐
採
年
齢
の

多
様
化
・
長
期
化
、
②
複
層
林
施
業
・
育

成
天
然
林
施
業
の
推
進
、
③
森
林
の
総
合
的

利
用
の
推
進
等
に
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
代
以
降
は
、
円
高
方
向
へ
の
推

移
と
外
材
輸
入
の
増
大
、
木
材
需
要
の
減
少

等
に
よ
る
木
材
価
格
の
低
迷
の
中
で
、
林
業

生
産
活
動
は
一
層
停
滞
し
、
森
林
所
有
者
等

の
自
発
性
だ
け
で
森
林
整
備
が
進
む
こ
と
を

期
待
し
難
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

森
林
の
多
面
的
機
能
の
一
層
の
発
揮
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
13
年
に
は
現
在

の「
森
林
・
林
業
基
本
法
」が
制
定
さ
れ
、
森

林
整
備
は
森
林
所
有
者
の
み
な
ら
ず
国
、
地

方
公
共
団
体
も
含
め
た
多
様
な
主
体
に
よ
り

推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
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人工造林面積の推移
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資料：林野庁「林業統計要覧」

国民が森林に期待する役割の変遷

樹
祭
」と「
緑
の
羽
根
募
金
」が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
26
年
の
森
林
法
改
正

に
よ
り
森
林
計
画
制
度
と
民
有
林
伐
採
許

可
制
度
が
導
入
さ
れ
、
伐
採
規
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
施
策
に
よ

り
、
昭
和
31
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
造
林

未
済
地
へ
の
植
栽
が
完
了
し
ま
し
た
。
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３
．
今
後
の
課
題
　

林
業
は
、
適
切
な
生
産
活
動
を
通
じ
て
森

林
整
備
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
施
業

の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
、
造
林
・
保
育
の

低
コ
ス
ト
化
な
ど
に
よ
る
体
質
強
化
等
の
取

組
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
林
業
・
木
材
産
業

は
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
、
新
た
な

木
材
需
要
の
創
出
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。

　

国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
こ
れ
ら
関
係

者
の
取
組
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
支
援

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
以
外
の
一
般
国

民
も
、
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
企
業

の
C
S
R
等
に
よ
る
活
動
、
消
費
者
と
し
て

の
国
産
材
の
利
用
、
予
算
・
税
制
・
寄
附
等

に
よ
る
費
用
負
担
な
ど
に
よ
り
、
森
林
整
備

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）多
面
的
機
能
の
持
続
的
な

発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備
の
推
進

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向

け
て
は
、
森
林
の
現
況
、
自
然
条
件
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
将
来
の
望

ま
し
い
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
必
要
な
森
林
整

備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
人
工
林
は
、
資
源
の
適
切
な
利

用
と
間
伐
・
再
造
林
等
を
着
実
に
行
う
と
と

も
に
、
立
地
条
件
に
応
じ
て
複
層
林
化
・
長

伐
期
化
等
を
推
進
す
る
な
ど
多
様
で
健
全
な

森
林
へ
の
誘
導
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
生
産
さ
れ
た
木
材
等
が
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
生
産
活
動
に
そ
の

販
売
収
益
が
還
元
さ
れ
、「
植
え
る
→
育
て

る
→
使
う
→
植
え
る
」と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル

が
機
能
し
て
森
林
整
備
が
継
続
で
き
る
こ
と

か
ら
、
国
産
材
の
需
要
を
確
保
す
る
こ
と
も

課
題
で
す
。

（
２
）森
林
整
備
推
進
の
た
め
の

関
係
者
の
役
割

　

森
林
所
有
者
に
は
、
森
林
を
適
切
に
整

備
・
保
全
す
る
責
務
が
一
義
的
に
は
あ
り
、

こ
う
し
た
責
務
に
は
、
林
業
へ
の
担
い
手
等

へ
の
施
業
・
経
営
の
委
託
等
に
よ
り
行
う
こ

と
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
５
）地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
と

新
た
な
動
き

　

平
成
９
年
に
は「
京
都
議
定
書
」が
採
択

さ
れ
、「
第
１
約
束
期
間
」（
2
0
0
8
～

2
0
1
2
年
）に
お
け
る
我
が
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
約
束（
1
9
9
0
年
比
６
％
減
）

の
う
ち
、
3
・
8
％
を
森
林
吸
収
源
対
策
で

確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
第
1

約
束
期
間
以
前
は
毎
年
35
万
ha
程
度
で
推

移
し
て
い
た
間
伐
面
積
を
第
1
約
束
期
間
に

は
年
平
均
55
万
ha
と
す
る
な
ど
森
林
整
備

面
積
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
毎
年
の
補
正
予
算
で
追
加
的
財

源
を
確
保
し
つ
つ
、「
森
林
の
間
伐
等
の
実

施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」に
基
づ

く
措
置
も
活
用
し
て
着
実
に
森
林
整
備
を
実

施
し
た
結
果
、
目
標
で
あ
る
3
・
8
％
分
を

確
保
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
以
降
は
、
我
が
国
の

2
0
2
0
年
度
削
減
目
標（
2
0
0
5
年
度

比
3
・
8
％
減
）の
う
ち
、
2
・
8
％
以
上

を
森
林
吸
収
源
対
策（
52
万
ha
／
年
の
間
伐

等
）で
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
で
、
安

定
的
な
財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
適
切
な
保
育
・
間
伐
等
の
森

林
整
備
に
加
え
、
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
伐

採
・
利
用
し
て
跡
地
に
再
造
林
を
行
う「
若

返
り
」、
シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
対
策
、
山
地

災
害
へ
の
対
応
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、
造
林
・

保
育
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
た
コ
ン
テ
ナ
苗

の
導
入
、
N
P
O
・
企
業
等
に
よ
る
活
動

や
県
の
独
自
課
税
の
広
が
り
な
ど
の
ほ
か
、

木
材
利
用
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

C
L
T
な
ど
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・

普
及
等
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
第
Ⅰ
章

の
ほ
か
、
第
Ⅱ
章
以
下
の
各
章
で
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
我
が
国
の
森
林

と
国
際
的
取
組
、
林
業
と
山
村
、
木
材
需

給
と
木
材
産
業
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
コ
ラ
ム
で
は
、「
後
世
に
伝

え
る
べ
き
治
山
〜
よ
み
が
え
る
緑
〜
」や

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
に
お
け
る
木
材
利
用
」な
ど
に
つ

い
て
も
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
白
書
で
は
、
資
料
的
な
価
値
を

高
め
る
た
め
、
脚
注
も
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。
是
非
、
業
務
や
学
習
の
資
料
と
し
て

も
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

12億６千百万t-CO2

△0.6％　

△1.6％　

11億８千６百万t-CO2

13億５千万t-CO2

△1％程度 排出量の削減

国内排出量の削減

基準年
排出量

森林吸収源

京都メカニズム

△６％
△3.8％

約13億t-CO2（注2）

基準年
排出量

1990年

2005年

2008～2012年平均

2020年

森林吸収源

△3.8％ △2.8％
以上

2020年度における
我が国の温室効果ガス排出削減目標（注1）

第１約束期間（2008～2012年）における
我が国の温室効果ガス排出削減目標

国際的算入上限
値（2013～2020
年 平 均 3 . 5 ％
（1990年比））の
達成に向けた取
組により確保

温室効果ガス削減目標における
森林吸収源対策の位置づけ

注１：原子力発電による温室効果ガスの削減効果を含めずに設定した目標
　２：基準年排出量より試算
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